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＜ベトナム・リサーチ・レポート＞ 
 

 

2025 年 12 月 10 日 

国会決議目標の 2025 年達成見込みと 2026 年目標 

第15期国会第10回会議の開会にあたり、ファム・ミン・チン首相は 2025年および 2021～2025年期

の社会・経済発展計画の実施結果、および 2026 年の社会・経済発展計画案に関する概要報告を発表し

た。 

2025年および2021～2025年期の成果については、前の期間（2016～2020年期）を上回る実績

が多くの分野で達成し、年々改善したことが総括された。2026 年の社会・経済発展計画が、下表指標を含

め、2025 年 11 月 13 日の国会で承認決議された。 

 

指標 2025 年目標＊ 2025 年達成見込み 2026 年目標 

実 質 国 内 総 生 産

(GDP)成長率 
約 6.5～7.0% 約 8％ 約 10％以上 

GDP に占める製造業

の割合 
約 24.1% N/A 約 25.0% 

一 人 当 た り GDP 

(USD) 
約 4,900 米ドル 約 5,000 米ドル 5,400～5,500 米ドル 

消 費 者 物 価 指 数

(CPI)の上昇率 
約 4.5% 約 4% 約 4.5% 

労働生産性の上昇率 約 5.3～5.4% 約 6.7% 約 8.5% 

学位・資格を有する労

働者の割合 
約 29.0～29.5% 約 29.2% 約 29.5% 

＊2025 年目標は 2024 年 11月 12日の国会で決議 

（出所）ベトナム政府メディア報道を基に CPVN作成 

世界情勢の複雑化・不確実性の高まり、国内の困難な課題が存在する中、財務副大臣は、2021～

2025 年期の社会・経済発展計画について、主要 26 指標のうち 22 指標を達成し、2 指標を概ね達成し

たことを報告した。また、2024 年と 2025 年においては、15 の主要目標全ての達成が見込まれている。 

以下は、2025 年の実績である。 

(1)１～９月期の GDP 成長率は前年同期比+7.85%となった。ベトナム政府は 2025 年通年で 8%以

上の達成を見込む。2021～2025 年期における年平均は 6.3%となり、前の期間の成長率(6.2%)を
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上回る見通しである。名目 GDP 規模は、2020 年の 3,460 億米ドルから 2025 年には 5,100 億米ド

ルへと拡大し、世界ランクで 32 位と推定される。 

(2)１～10月期の消費者物価指数（CPI）上昇率は、平均 3.27%であった。 

(3)１～10月期の貿易収支は、195.6 億米ドルの黒字となり、輸出は引き続き高成長を示した。 

(4)１～10 月期の外国人旅行者数は、前年同期比+21.5%の 1,720 万人となり、観光業では力強い

成長を示した。 

(5)１～10 月期の外国直接投資(FDI)実施額(推定値)は、前年同期比+8.8%の 213 億米ドルと、投

資誘致は堅調に推移した。 

国際評価機関は、ベトナムの政策運営能力、信用格付けの改善、および成長見通しを高く評価している。

国際通貨基金（IMF）はベトナムを「世界で成長率上位 10 か国の一つ」と評価し、英国のスタンダードチャ

ータード銀行は「アジアで成長が最も速い 5 か国の一つ」として捉えている。 

 

 

（画像の出所）ベトナム政府メディア 

2026 年に向けて、ベトナム政府は以下の項目

を優先し、経済発展を推進する方針である。 

・成長の促進、マクロ経済の安定維持、インフレ抑

制、主要な経済バランスの確保を最優先する。 

・戦略的に自立性の向上、経済構造の改革、発

展モデルの刷新、工業化・現代化・都市化を推進

する。 

・行政機構の安定化、デジタル化、効率化により、

行政体制の構築を進める。 

・社会保障の強化、国民生活の改善、資源管理と

環境保護、気候変動への対応を重視する。 

・国防・安全保障の能力をさらに強化し、政治的安

定と社会秩序を維持する。 

・外交と国際統合を一層推進する。 

 

 以上 

 

 


